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若者⽀援の最前線
企業とNPOの新しい関係



役員 /アドバイザー

団体概要
● 団体名：認定NPO法⼈D×P（ディーピー）
● 設⽴：2012年6⽉27⽇
● 認定NPO法⼈格の取得：2015年6⽉8⽇
● スタッフ数 38⼈(アルバイトスタッフ含む)
● ボランティア数 約830⼈
● ⽉額寄付者数 3,850⼈

（財務規模3.8億円 約9割を寄付で運営）

※人数は2026年6月17日時点

理事⻑
今井紀明

理事
村中直⼈
（⼀般社団法⼈⼦ども
‧⻘少年育成⽀援協会 
共同代表）
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理事
⼊⾕佐知
（D×P ディレクター）

監事
⽑受芳⾼
（⼀般社団法⼈アスバシ
教育基⾦ 代表理事）

アドバイザー
辻由起⼦
（社会福祉⼠/
こども家庭庁参与）

顧問弁護⼠
⾼橋健
（弁護⼠法⼈ 伏⾒総合法
律事務所）

アドバイザー
⽥中宝紀
（特定⾮営利活動法⼈⻘
少年⾃⽴援助センター
定住外国⼈⽀援事業部 
事業責任者）

アドバイザー
浅⾒清夏
（ハウスバード株式会社 
代表取締役）

アドバイザー
東 信吾
（ソーシャルビジネス
バンク 代表理事
東京コミュニティー財団 理事
千本財団 理事 
EYストラテジー‧アンド‧コン
サルティング シニアフェロー）

アドバイザー
渡邉 淳
（公認会計⼠渡邉淳事務所 代表）



多くの法⼈様と社会課題の解決に取り組んでいます

3法⼈サポーター/ご助成元（2025年度より⼀部ご紹介）



ビジョン‧ミッション

Vision Mission
D×Pが⽬指す社会 D×Pが成すこと

ひとりひとりの若者が
⾃分の未来に

希望を持てる社会

ユース世代に、
セーフティネットと機会を
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D×Pが取り組む社会課題とは？

不登校‧中退‧家庭内不和‧経済的困難
いじめ‧虐待‧進路未定‧無業などによって、
いくつかの安⼼できる場や所属先を
失ったときに起こります。

特に⽇本では若年層に対する予算を割くことが
難しく、対応が後⼿になりやすい分野です。

ユース世代の孤⽴ ⽇本の若者を取り巻くデータ

不登校の⼩中⾼⽣が42万1,752⼈※1

過去最多
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※1 ⽂部科学省 令和6年度児童⽣徒の問題⾏動‧不登校等⽣徒指導上の諸課題に関する調査結果より
※2 こども家庭庁 令和6年度 児童相談所における児童虐待相談対応件数より
※3 厚⽣労働省 警察庁の令和７年中における⾃殺の状況(令和8年3⽉27⽇)より

児童虐待相談件数が22万3,691件※2

⼩中⾼⽣の⾃死者数が538⼈※3

過去最多



事業の全体像 -若者の孤⽴を解決するための⽅法-
セーフティネット事業

機会創出事業
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ユキサキチャット
若者の⼀歩をサポートするLINE相談

⾷糧⽀援と現⾦給付
厳しい状況の若者の⽣活を⽀える

ミナミのユースセンター
繁華街の若者が安⼼して過ごせる居場所

仕事体験ツアー
働くイメージが持てる仕事体験

パソコン給付プロジェクト
将来の選択肢をひろげる

ワールドチャレンジ
世界を⾒る経験を届ける

実態調査

記者会⾒‧政策提⾔
積極的な発信と提⾔

若者の実態調査
調査アンケートやレポートを公開

社会発信‧提⾔



オンライン相談の現場から
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「バイト代を親にとられています」
「所持⾦が5,000円しかありません」

「ガスを⽌められました」
「節約のため、ほとんどごはんを⾷べていません」
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ユキサキチャットの概要

‧ユキサキチャットとは、親や周囲を頼れない
 全国の13〜25歳までの若者に向けたオンライン相談窓⼝

‧⾷糧⽀援‧現⾦給付を組み合わせ関係性を構築し、
 ひとりひとりに応じたサポートの提案を⾏う

‧登録者は21,000⼈以上（2026年6⽉時点）

‧専⾨性を持ったスタッフが「否定せず関わる」ことを⼤切に若者と関わる

‧⼀時的ではなく、⻑期的なサポートを届ける

‧すべての相談に返信することを⼼がけています
9



親に頼れない若者に、現⾦給付と⾷糧⽀援を実施
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若者ひとりひとりに合わせたカスタマイズ
ひとりひとりの状況に合わせてカスタマイズした⾷糧⽀援の例を紹介します。

調理の⼿間が必要ないものをメ
インにゼリー、飲み物などを多
めにして発送します。コロナ罹
患中でも⾷べやすいことを念頭
に置いたセットです。

お湯だけで調理できるレトル
ト⾷品を中⼼にしたセットで
す。電⼦レンジや炊飯器等の
調理器具を持っていない⽅へ
送ります。

お⽶やパスタ、温めるだけで
⾷べられるレトルト⾷品、1
⽇に必要な栄養素を補う完全
栄養⾷など。⼿軽さと栄養を
考慮した基本のセットです。

シリアルや常温で⾷べられるお
かゆ、スープなどを中⼼にした
セットです。ガスや電気を⽌め
られている⽅へ送ります。

基本セット 療養セット お湯のみセット
ガス‧電気が
⽌められている時セット
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ユキサキチャット登録者数

21,225⼈



＋ 10,330⼈

ユキサキチャットの登録者数推移

継続的に
⽀援を求める若者が増加中
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⾷糧⽀援数

438,330⾷



+ 81,810⾷

+ 98,730⾷

+ 118,260⾷

⾷糧⽀援の発送⾷数推移

過去最多ペースで
⾷糧⽀援発送数が増加中
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現⾦給付額

1.16億円



＋ 5,780万円

現⾦給付額の推移

現⾦給付額も増加中



給付効果：8割以上の若者の⽣活状況が改善
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86％

始まる前と比べて、今の生活の状況はどう変わりましたか？

2022年2月2日～2026年4月18日まで給付支援後アンケート(n＝908)より
「よくなった」「すこしよくなった」と回答した相談者を算出



● 毎⽇⾷べている：1,261⼈

● 週1〜2⽇、⾷べない⽇がある：1,000⼈

● 週3〜4⽇、⾷べない⽇がある：150⼈

● ほとんど⾷べていない：39⼈

約2⼈に1⼈の若者がごはんを⾷べない⽇がある
⾷糧⽀援を希望する若者に、「何も⾷べない⽇は週に何⽇ありますか？」と
質問したところ、約2⼈のうち1⼈（48.2%）が「⾷べない⽇がある」と回答。
毎⽇ごはんを⾷べることが、叶わない状況の若者がいます。

※D×Pのサポートを希望した若者へのアンケート調査 2021年5⽉〜2025年4⽉10⽇（⺟数：2,450） 19



続く⾷品価格の⾼騰、⽀援現場に与える影響
近年の物価上昇により、⾷糧⽀援のコストが急激に増加しています。2026年も
⾷品価格の上昇が続く⾒込みであり、⽀援の維持には多くの協⼒が必要です。

※帝国データバンク「⾷品主要 195 社」価格改定動向調査 ― 2026 年 6⽉

値上げ品⽬数 推移

2025年
2万609品⽬

2026年(⾒込み)

1万品⽬以上

2026年も続く、⾷品価格の上昇⾷糧⽀援購⼊額が過去最⾼に

+1,857円

⽀援1箱
4,203円

⽀援1箱
6,060円

物価上昇により約2年で44％の増加

2023年4⽉ 2025年9⽉
※上記は⾷糧⽀援のみの⾦額です。

⽇⽤品⽀援は別途、1箱あたり1,747円
（2025年9⽉時点）。

夏以降も世界情勢による
値上げラッシュが続く⾒込み



2026年度の課題：不安定な世界情勢
世界情勢の緊張の⾼まりは、⽇本で暮らす若者の⽣活にも影響します。
‧エネルギー価格の上昇 → 物価⾼‧⽣活費の圧迫
‧物流コスト増 → ⾷品価格の上昇
特に、⽣活基盤が不安定な若者ほどその影響を強く受けます。
2026年は影響がより顕在化する、⽀援の正念場だと感じています。
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2026年3⽉24⽇ 朝⽇新聞 2026年4⽉7⽇ 札幌テレビ放送 2026年4⽉7⽇ ⽇本経済新聞



若者の居場所
⼤阪ミナミの現場から
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グリ下、孤⽴する若者が集まる⼤阪の繁華街
⼤阪有数の繁華街であるミナミのエリアには、虐待などを背景に家庭に居場所がなく
孤⽴する若者がSNSを介してつながり集まります。
道頓堀の観光名所であるグリコの看板のたもとを「グリ下」と呼び、
若者が集まり⾃然に⽣まれた居場所となっています。東京は「トー横」
名古屋「ドン横」福岡「警固公園」など全国の繁華街に、類似の居場所が存在しています。

23▲読売新聞 2021年11⽉29⽇記事 ▲関⻄テレビ特集 2022年01⽉07⽇放送 



2022年8⽉、グリ下の近くにテントを⽴てました
彼らの⽇常の延⻑線上に、気にかけてくれる⼈との出会いがあり、
繁華街の中で「否定せず関わる」⼤⼈と出会える。
そんな場所をつくりたいと2022年から週1回グリ下付近にテントを出し始めました。

フリーカフェの外観です。
若者たちには「ピンクテント」の
呼び⽅が定着していました。

関⻄テレビ 報道ランナーにて事業が取
り上げられました

テントではお弁当や飲み物、持ち帰り
できるごはん、⽣理⽤品などを
⽤意しました。
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滞在する⼈が増え、滞在時間が延びていきました
グリ下は、若者が⾃分たちでつくった居場所です。
私たちから促すのではなく、この場所に来たい⼈が、来たい時に来てくれたらいい。
そんな思いで活動を始めました。
だんだんと滞在する⼈が増え、滞在時間が延びたりする中で、
「ちょっと話を聞いて」という⾔葉から相談につながることが増えていきました。
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⽣活の⽴て直しに向けて⼀緒に動きました
集まる若者は、住居を持っていなかったり、⾦銭的にも困っている状況の⼦たちが多いです。
そして本⼈が困難を抱えていることや、しんどい状況であることに気づけていなかったり、
気づかないふりをして耐えている⼈もいます。
私たちは半年以上テントを出し、そこで関係性をつくり、病院へ⼀緒に⾏ったり、
⽣活の⽴て直しや仕事の相談などに乗ったり、年齢に応じた関わりをしてきました。
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繁華街の若者を取り巻く環境‧背景
繁華街に集まる若者は虐待や経済困難などの背景があり、繁華街は居場所になっています。
これまでの⼤⼈との関わりを通して傷つき、不信感を持っているため、
福祉的な⽀援や⼤⼈に対してあきらめにも近い気持ちを抱いています。
そして、犯罪などのさまざまなトラブルにも遭遇しています。
トラブルに巻き込まれ、誰にも相談することができず、より孤⽴していく若者がいます。
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背景
暴⼒やネグレクト
不登校、経済的困
難など様々な事情
により家や学校に
居場所がない

繁華街が
居場所に

若者にとっては
やっとできたとても
⼤切な居場所である
ことも。

犯罪に
巻き込まれる

課題が
複数化‧深刻化

若者グループ内
でのトラブル

性的被害など
（望まない妊娠、性病）

債務を重ねる

繁華街にいる若者におきやすいトラブル

起きたトラブルを
家族/先⽣に相談する
ことができない

さまざまな背景から繁華街へ



2023年6⽉スタート：繁華街のユースセンター
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背景
暴⼒やネグレクト
不登校、経済的困
難など様々な事情
により家や学校に
居場所がない

ミナミのユース世代を取り巻く課題

ユースセンター
が繁華街での
新しい居場所に

2023年6⽉開設

犯罪に巻き込
まれても
相談できる

福祉制度を頼
れる/仕事を探
せる

話し合える/関
係を結び直せ
る

医療機関を頼れる/
回復に向かう

債務整理のため
外部機関に相談
できる

エネルギーを
ためられる

⾃分の意⾒が
尊重される

⾃⽴に向けて⼀緒
に考えてくれる⼈

とつながる

ユースセンターを起点に繁華街にセーフティネットを

繁華街が
居場所に

若者にとってはやっ
とできたとても⼤切
な居場所であること
も。

繁華街にセーフティネットをつくる

犯罪に巻き込まれる

若者グループ内での
トラブル

性的被害など
（望まない妊娠、性病）

債務を重ねる

繁華街にいる若者におきやすいトラブル



ユースセンターが持つ3つの機能
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エネルギーを
ためられる

（⾷べる‧仮眠できる‧相談できる）

⾃⽴に向けて⼀緒に
考えてくれる⼈とつながる

⾃分の意⾒が尊重される

おうちで得られるかもしれなかったものをチャージ
✓あたたかいごはん
✓仮眠（出勤前に仮眠するなど）
✓クリスマスなどの季節的な⾏事やゲーム/⾳楽など

「⾃⼰決定」の経験を得る/
本⼈がもともと持つ⼒を奪わない関わり
✓ユースセンターの運営‧備品に対する意⾒を⾔える
✓⾃分の意⾒や声が反映されている実感を持つ
✓⼀緒に企画をつくったり、掲⽰物をつくる

ひとりひとりの望む状態を聞く
✓個別相談や同⾏⽀援：スタッフと⽣活について話し
あう/⼀緒に病院や⾃治体に⾏き、他の機関とつながる
✓助産師や⾃治体職員など専⾨家が来訪し相談対応
✓仕事体験ツアーなど若者の⽬標に合わせた機会提供

ミナミのユースセンターで得られるもの
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ユースセンター開所回数

327回

※2023年6⽉〜2026年6⽉までの実績
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ユースセンター利⽤者数

13,631⼈

※2023年6⽉〜2026年6⽉までの実績
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⾷事提供数

11,232⾷

※2023年6⽉〜2026年6⽉までの実績
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個別⾯談回数

608回

同⾏⽀援回数

570回

※2023年4⽉〜2026年3⽉までの実績



ユースセンターの⾮開催⽇にしていることの例

①ユースセンターへ
グリ下でのクチコミで
センターを知り来訪。
ごはんを⾷べたり、雑
談で関係性を築く

②性関係の緊急対応
緊急避妊の必要性があ
り、インスタのDMで
連絡。連携している産
婦⼈科へ

③追加⾯談
⽣活状況や他の困り事
をヒアリング。経済的
困窮や住居が安定して
いないことを確認

⑥⾦銭管理のサポート
⽀払い⽅法を確認した
り、必要なお⾦を計算
したり。もらえる給付
⾦の申請なども。

⑦医療⽀援につなぐ
精神疾患や依存症も⾒
られたことから、医療
機関につなげ通院をう
ながす

⑤⾏政⽀援につなぐ
⽣活保護や住宅確保⽀
援⾦などの既存制度の
申請をスタッフと共に
⾏う

④住居⽀援につなぐ
安定した住居を持てる
ように他機関や保証会
社と連携して住居の確
保をする。

STEP1:ユースセンターでの関係性構築→緊急対応

STEP2:⽣活の安定と⼼⾝の健康維持に向けて徐々につなぎ先を増やしていく

※本⼈の安全を守るため‧個⼈情報保護のため、個⼈が特定されないようによくあるケースを組み合わせ加⼯しています。

（こんなきれいに進むことは現実にはありませんが…）



⼤阪市‧⼤阪府との連携/調査も実施し、議論の⼟台に
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⼤阪市との連携協定締結

(MBSニュース 2024年9⽉6⽇)

⼤阪市が開催するグリ下の課題に対応するための
府市連携‧官⺠連携の「グリ下会議」に出席し、⽉1回のペースで会合を重ねています。
また、ユースセンターでグリ下に集まる若者たちにアンケートを実施し、
彼らの状況やニーズを把握しながら、⼤阪市とともに具体的な⽀援策を検討しています。



若者の声を社会に届けていく拠点に
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2025年6⽉4⽇、⼤阪市中央区⻑と市の職員の⽅々がユースセンターにお越しくださり
ユースセンターを利⽤する若者たちと直接対話する機会をつくりました。
若者たちは率直に語り、市の⽅々も丁寧に⽿を傾けてくださいました。
最後はゲームを⼀緒にするような場⾯もあり、良い交流となりました。
若者の声を集め、社会に届けていく。ユースセンターは、そのための拠点でもあります。



サポーター企業のご提案
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D×Pの活動はご寄付で成り⽴っています
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私たちの活動は取り組みに共感してくださる⽅々からの寄付で⽀えられています。

ご寄付で活動する理由

‧迅速かつ柔軟な⽀援活動が可能に
ご寄付はあらかじめ使途を制限されない形でい
ただくことが⼤半です。
そのため、⽬まぐるしく変化する社会情勢の中
でユース世代のニーズに合わせたサポートを迅
速に⾏なうことができます。

‧⻑期的に安定した⽀援活動が可能に
当団体は3,700⼈を超える⽉額寄付サポーターに
⽀えられています。⽉額寄付をいただくこと
で、⻑期的な⽀援計画を組み⽴てることがで
き、安定してユース世代をサポートすることが
できます。

収⼊内訳



寄付以外の様々な関わり⽅
寄付⾦以外にも寄付つき商品やプロボノなどの取り組み⽅があります。
多様なご寄付の形態（不動産、株式等）にも柔軟に応じさせていただきます。
また、社内講演や対談記事など情報発信も実施しています。

商品の売上の⼀部を寄付社内講演会

活動内容や若者を取り巻く
状況、寄付の使い道など社
員のみなさまにご説明しま
す。

法⼈サポーターとの
対談記事を公開

活動を⽀援する
サポートプログラムの実施

商品の売上の⼀部が困難な
状況にある若者への⽀援に
活⽤されます。

対談記記事を通じて、皆様
の取り組みや想いを共有
し、多くの⽅々にご紹介し
ています。

WEB広告を通した寄付募集
の協⼒など、サポーターさ
まの専⾨領域でご協⼒いた
だきました。



社内講演‧NPO連携の効果
社内講演や活動の連携は、スタッフの育成や採⽤に効果があり、
組織の⼀体感向上にも寄与します。

講演を通して視野が広がった
この会社に⼊ってなかったら、⽇常の中で特
に⽬を向けることすらできてなかった問題
だったと実感して悲しさのような、情けなさ
のような、反省のようなそんな気持ちになり
ました。今回の経験を通じて視野が広がり、
これからは⾃分に何ができるのかを考え、ま
た他の⼈たちにも現状を知ってもらえるような
活動の⼀助になれたらと思います。

Aさん
(A社営業部)

NPOとの連携に惹かれ⼊社
就職活動中、私は貧困問題に関⼼が強く、
当社が⾏っているD×Pとの取り組みに
とても惹かれたので新卒⼊社を決めました。

Bさん
(B社管理部)

Cさん
(A社システム部)

講演が社内チームを
誇らしく思うきっかけに
正直なところ連携だけでは
社会貢献になっているのか疑問に
思うこともありましたが、本⽇の
お話を伺って、実際に連携を通し
て活⼒をもらった若者がいるとい
う話を聞いて社内チームのことを
誇らしく思うとともに、D×Pの
被⽀援者への個別対応⽀援の選択
肢を増やすようないいサポートに
なっているのかなと思いました。



2026年度 サポーター企業のご案内

年間12万円
または

⽉額1万円のご寄付

限定メールマガジン

活動報告書

年間36万円
または

⽉額3万円のご寄付

活動報告書への
ロゴ掲載

webページへの
ロゴ掲載(⼩サイズ)

限定メールマガジン

活動報告書

感謝状
(希望者のみ)



2026年度 サポーター企業のご案内

年間60万円または⽉額5万円のご寄付

感謝状
(希望者のみ)

活動報告書への
ロゴ掲載

webページへの
ロゴ掲載(⼤サイズ)

限定メールマガジン

活動報告書



2026年度 サポーター企業のご案内

年間120万円または⽉額10万円のご寄付

活動報告書への
ロゴ掲載

webページへの
ロゴ掲載(⼤サイズ)

限定メールマガジン

活動報告書

トロフィー贈呈
(希望者のみ)

社内講演企画
(無料、希望があれば)

webお知らせページでの発信

感謝状
(希望者のみ)



webページへのロゴ掲載(イメージ図)

2026年度サポーター企業のご紹介

※配置‧サイズは現時点でのイメージになります。

⼤サイズ
(⽉額5万円〜プラン) A社 ロゴ

A社 社名

B社 ロゴ

B社 社名

C社 ロゴ

C社 社名

⼩サイズ
(⽉額3万円プラン)

D社
ロゴ

D社 社名

E社 
ロゴ

E社 社名

F社 
ロゴ

F社 社名

G社
ロゴ

G社 社名

H社
ロゴ

H社 社名

I社 
ロゴ

I社 社名



法⼈名義で寄付をする

▼三菱UFJ銀行　大阪京橋支店

　普通　0072241

　特定非営利活動法人DxP

▼楽天銀行　第二営業支店

　普通　7079724

　特定非営利活動法人DxP法⼈名義で寄付する

クレジットカードで寄付する 銀⾏振込で寄付する
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https://www.dreampossibility.com/supporter_company/


孤⽴や困窮の中にいる若者にとって、D×Pの活動は「予防線」となる存在です。
けれど、予防の⽀援は制度の対象になりづらく、

私たちのような⺠間団体が⽀え続けるには資⾦的な限界があります。

どうかこの取り組みにご協⼒ください。ご⽀援‧ご拡散、よろしくお願いいたします。
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